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タ
イ
ト
ル
：『
汐
製
菓
会
社
の
新

作
８8

 

ヌ
ガ
ー3

』 

 

シ
ー
ン1

：
汐

製
菓
会

社
オ
フ
ィ
ス
（
約

1
0

分

） 

（
朝

の
オ
フ
ィ
ス
。
社

員

た
ち
が
忙

し
く
働

い
て
い
る

中

、
汐

製

菓

会

社

社

長

・
汐

が
社

長

室

か
ら
元

気

よ
く
登

場

す
る
。
） 

汐
「

お
は
よ
う
、
み
ん
な
！

今

日

は
新

商

品

の
発

表

を
す
る
ぞ
！

」 

（
社

員

た
ち
は
一

瞬

驚

き
、
す
ぐ
に
汐

の
周

り
に
集

ま
る
。
秘

書

の
塩

田

が
一

歩

前

に
出

る
。
） 

塩

田
「

社

長

、
今

日

の
新

商

品

は
何

で
す
か
？

私

、

ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す…

。
」 

汐
「

そ
れ
は
ね
、『

ケ
バ
ブ
味

の
ヌ
ガ
ー
』
だ
！

」 

（
社

員

た
ち
は
一

斉

に
固

ま
る
。
困

惑

の
表

情

を
浮

か
べ
な
が
ら
、
疑

念

の
声

を
上

げ
始

め
る
。
） 



 

2 

 

社

員

A

「

ケ
バ
ブ
味…

ヌ
ガ
ー
っ
て
、
甘

い
お
菓

子

で

す
よ
ね
？

そ
れ
に
肉

の
ス
パ
イ
ス
っ
て…

？

」 
社

員

B
「

そ
ん
な
組

み
合

わ
せ
、
誰

が
食

べ
る
ん

だ
？

社

長

、
ほ
ん
と
に
そ
れ
で
大

丈

夫

な
の
？

」 

（
汐

が
に
こ
や
か
に
手

を
広

げ
て
、
自

信

満

々
に
語

る
。
） 

汐
「

大

丈

夫

！

面

白

い
こ
と
も
な
い
世

の
中

に
、

我

々
が
笑

い
を
届

け
る
の
だ
！

こ
れ
が
成

功

す
れ

ば
、
世

界

中

で
話

題

に
な
る
ぞ
！

」 

塩

田

（
内

心

）「

ま
た
社

長

の
独

特

な
発

想

に
振

り

回

さ
れ
る
の
か…

で
も
、
彼

の
情

熱

に
は
い
つ
も
驚

か
さ
れ
る
な
。
」 

 

シ
ー
ン2

：
試

作
開
発

室

（
約

1
5

分

） 



 

3 

 

（
開

発

チ
ー
ム
が
集

ま
る
試

作

室

。
白

衣

を
着

た
職

人

た
ち
が
集

ま
り
、「

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
の
試

作

を

始

め
て
い
る
。
） 

職

人

A

「

ま
さ
か
、
ケ
バ
ブ
の
ス
パ
イ
ス
を
ヌ
ガ
ー
に

入

れ
る
な
ん
て…

こ
れ
は
本

当

に
挑

戦

だ
な
。
」 

職

人

B

「

で
も
、
や
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
社

長

が
こ

こ
ま
で
言

う
ん
だ
か
ら
！

」 

（
塩

田

が
開

発

室

に
入

り
、
職

人

た
ち
の
試

作

を
見

守

る
。
） 

塩

田
「

皆

さ
ん
、
試

作

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
い
い

で
す
が…

。
味

の
バ
ラ
ン
ス
が
難

し
そ
う
で
す
ね
。
」 

（
職

人

た
ち
が
ス
パ
イ
ス
や
材

料

を
並

べ
、
試

作

に
取

り
掛

か
る
。
） 

職

人

C

「

さ
あ
、
ど
う
な
る
か
な…

ケ
バ
ブ
の
風

味

が

ヌ
ガ
ー
に
合

う
の
か
、
ま
っ
た
く
想

像

が
つ
か
な
い
け

ど
、
や
っ
て
み
よ
う
！

」 



 

4 

 

（
様

々
な
ス
パ
イ
ス
を
加

え
、
試

行

錯

誤

の
末

、
よ
う

や
く
完

成

し
た
「

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
が
テ
ー
ブ
ル
に

並

べ
ら
れ
る
。
） 

塩

田
「

で
は
、
私

が
試

食

し
て
み
ま
す
ね…

（
恐

る

恐

る
一

口

食

べ
る
）
」 

塩

田
「

う
わ
、
こ
れ
は…

甘

い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
ピ
リ
ッ

と
す
る
！

？

」 

職

人

A

「

そ
れ
が
狙

い
な
ん
だ
！

食

べ
て
み
て
、
次

に

何

を
す
る
か
決

め
よ
う
！

」 

 

シ
ー
ン3

：
国

内
試
食
イ
ベ
ン
ト
（
約

1
5

分

） 

（
大

型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内

の
試

食

イ
ベ
ン
ト
会

場

。
カ
ラ
フ
ル
な
ブ
ー
ス
が
設

営

さ
れ
、「

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
の
宣

伝

ポ
ス
タ
ー
が
目

立

っ
て
い
る
。
） 

汐
「

さ
あ
、
み
ん
な
！

新

し
い
ス
イ
ー
ツ
の
登

場

だ
！

『

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
』
を
試

し
て
み
て
！

」 



 

5 

 

（
通

り
か
か
っ
た
客

た
ち
が
足

を
止

め
、
興

味

深

そ

う
に
ブ
ー
ス
を
見

つ
め
る
。
塩

田

が
試

食

を
差

し
出

す
が
、
客

た
ち
は
戸

惑

い
の
表

情

を
浮

か
べ
る
。
） 

客

A

「

ケ
バ
ブ
味

の
ヌ
ガ
ー
っ
て…

想

像

が
つ
か
な
い

け
ど
、
勇

気

を
出

し
て
食

べ
て
み
る
か
。
」 

（
客

A

が
一

口

食

べ
、
瞬

間

、
驚

き
の
表

情

を
浮

か

べ
る
。
） 

客

A

「…

え
？

こ
れ
、
意

外

と
イ
ケ
る
！

甘

さ
の
中

に
ス
パ
イ
ス
の
ア
ク
セ
ン
ト
が…

ク
セ
に
な
る
！

」 

客

B

「

ど
れ
ど
れ
？

（
一

口

食

べ
て
）
あ
れ
？

こ
れ

は
、
意

外

と
美

味

し
い
！

な
ん
か
止

ま
ら
な
い
！

」 

（
次

々
と
試

食

す
る
人

が
増

え
、
ブ
ー
ス
は
賑

わ
い
を

見

せ
る
。
塩

田

も
安

心

し
た
様

子

で
様

子

を
見

守

る
。
） 

塩

田
「

良

か
っ
た…

好

評

み
た
い
で
す
ね
。
で
も
、
ど

う
な
る
か
心

配

で
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
」 



 

6 

 

シ
ー
ン4

：
海

外
市
場
の
試
食
イ
ベ
ン
ト
（
約

2
0

分

） 
場

所

1
：
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ 

（
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
。
華

や
か
な
装

飾

が
施

さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、
汐

と
塩

田

が
「

ケ

バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
の
試

食

ブ
ー
ス
を
設

営

す
る
。
） 

汐
「

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
、
皆

さ
ん
！

日

本

か
ら
や
っ
て
き

た
新

し
い
ス
イ
ー
ツ
、『

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
』
で
す
！

ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
！

」 

（
初

め
は
警

戒

し
つ
つ
も
、
客

た
ち
が
試

食

を
始

め

る
。
汐

が
明

る
い
笑

顔

で
一

口

食

べ
る
よ
う
促

す
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

男

性
「

こ
れ
は…

甘

い
の
か
、
辛

い
の

か
、
ど
ち
ら
の
顔

も
持

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
意

外

と
悪

く
な
い
！

」 

フ
ラ
ン
ス
人

女

性
「

こ
の
味

、
ま
る
で
ア
ー
ト
の
よ
う

だ
。
甘

さ
と
ス
パ
イ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
新

し
い
発

見

だ

わ
！

」 
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（
客

た
ち
が
次

々
と
試

食

を
楽

し
み
、
ブ
ー
ス
は
賑

わ

い
を
見

せ
る
。
） 

塩

田
「

意

外

と
評

判

が
良

い
で
す
ね
。
私

、
正

直

ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
が…

！

」 

（
次

々
と
お
客

が
並

ぶ
中

、
汐

が
笑

顔

で
試

食

を
勧

め
る
。
） 

汐
「

も
っ
と
食

べ
て
く
だ
さ
い
！

こ
れ
が
新

し
い
挑

戦

の
味

な
ん
で
す
！

」 

 

場

所

2

：
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場

。
活

気

あ
ふ
れ
る
雰

囲

気

の
中

、
汐

と
塩

田

が
大

き
な
ブ

ー
ス
を
展

開

し
て
い
る
。
） 

汐
「

さ
あ
、
皆

さ
ん
！

日

本

の
新

し
い
味

、『

ケ
バ
ブ

味

ヌ
ガ
ー
』
で
す
！

ぜ
ひ
、
一

口

食

べ
て
み
て
く
だ
さ

い
！

」 
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（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が
試

食

を
開

始

し
、
驚

き
の

表

情

を
浮

か
べ
る
。
） 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー1

「

こ
れ
は
完

全

に
新

し
い
！

甘

い
の

に
、
ス
パ
イ
シ
ー
な
香

り
が
残

る
の
が
面

白

い
！

」 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー2

「

こ
の
組

み
合

わ
せ
、
最

高

だ
。
友

達

に
も
教

え
た
い
！

」 

（
周

囲

の
反

応

が

S
N

S

に
投

稿

さ
れ
、「#

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
と
い
う
タ
グ
が
急

速

に
拡

散

さ
れ
て
い

く
。
） 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
「

皆

さ
ん
、
こ
れ
が
日

本

か
ら
の

新

感

覚

ス
イ
ー
ツ
、『

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
』
！

必

見

で

す
よ
！

」 

（
周

囲

が
一

気

に
盛

り
上

が
り
、
汐

と
塩

田

は
そ
の

様

子

に
嬉

し
そ
う
に
見

入

る
。
） 

 

場

所

3

：
中

東

・
ド
バ
イ 
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（
ド
バ
イ
の
豪

華

な
ホ
テ
ル
で
の
試

食

会

。
洗

練

さ
れ

た
内

装

の
中

、
国

際

的

な
ゲ
ス
ト
た
ち
が
集

ま
り
、

汐

と
塩

田

が
「

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
を
試

食

し
て
い

る
。
） 

汐
「

ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
ア
ラ
イ
ク
ム
！

新

た
な
文

化

と

味

の
融

合

、
ぜ
ひ
ご
賞

味

く
だ
さ
い
！

」 

（
客

た
ち
が
興

味

深

そ
う
に
ヌ
ガ
ー
を
手

に
取

り
、

一

口

食

べ
る
。
） 

中

東

の
客

1

「

こ
れ
は
我

が
国

の
ケ
バ
ブ
の
味

と
、
日

本

の
甘

さ
が
組

み
合

わ
さ
っ
た
も
の
か
！

面

白

い
発

想

だ
！

」 

中

東

の
客

2

「

こ
の
味

、
ぜ
ひ
多

く
の
人

に
広

め
た

い
！

食

文

化

の
新

し
い
可

能

性

を
感

じ
る
。
」 

（
汐

と
塩

田

は
客

た
ち
の
熱

心

な
反

応

に
嬉

し
さ
を

隠

せ
な
い
。
） 
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塩

田
「

ま
さ
か
、
こ
こ
ま
で
受

け
入

れ
ら
れ
る
と
は

…
。
こ
れ
が
成

功

す
れ
ば
、
次

の
展

開

も
考

え
な
き

ゃ
で
す
ね
！

」 

汐
「

そ
う
だ
、
文

化

が
混

ざ
り
合

う
場

所

だ
か
ら
こ

そ
、
新

し
い
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
る
！

み
ん
な
の
意

見

を
取

り
入

れ
て
、
次

の
ヌ
ガ
ー
を
作

り
上

げ
よ

う
！

」 

（
拍

手

が
起

こ
り
、
汐

と
塩

田

は
次

の
挑

戦

に
向

け

て
力

強

い
意

気

込

み
を
持

っ
て
進

ん
で
い
く
。
） 

シ
ー
ン5

：
試

食
イ
ベ
ン
ト
の
反

響
と
混
乱

（
約

1
0

分

） 

（
試

食

イ
ベ
ン
ト
後

、S
N

S

で
の
反

響

が
爆

発

的

に

広

が
り
、
会

社

に
注

文

が
殺

到

す
る
。
し
か
し
、
特

異

な
味

に
戸

惑

い
や
苦

情

も
相

次

ぐ
。
） 

社

員

C

「

社

長

、
原

材

料

が
足

り
な
い
で
す
！

特

に

ケ
バ
ブ
の
ス
パ
イ
ス
が…

…

」 
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（
社

員

が
焦

り
な
が
ら
報

告

す
る
が
、
汐

は
明

る
い

顔

を
し
て
い
る
。
） 

汐
「

心

配

な
い
！

こ
れ
こ
そ
が
我

々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

だ
！

受

け
入

れ
て
も
ら
え
る
は
ず
だ
！

」 

塩

田
「

で
も
、
苦

情

も
増

え
て
ま
す
よ…

『

食

べ
ら
れ

な
い
』
と
か
『

あ
り
得

な
い
』
っ
て
声

も
あ
り
ま
す
。
」 

（
汐

が
塩

田

に
目

を
や
り
、
少

し
真

剣

な
表

情

に
な

る
。
） 

汐
「

そ
う
か
、
だ
が
新

し
い
も
の
は
い
つ
も
批

判

を
受

け
る
も
の
だ
。
重

要

な
の
は
、
そ
の
中

か
ら
次

の
ス
テ

ッ
プ
を
見

つ
け
る
こ
と
だ
！

」 

（
社

員

た
ち
も
汐

の
熱

意

に
応

え
よ
う
と
、
試

作

を

重

ね
る
こ
と
を
決

意

す
る
。
） 

社

員

D

「

社

長

、
私

た
ち
も
頑

張

り
ま
す
！

新

し
い

味

を
追

求

し
ま
し
ょ
う
！

」 
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シ
ー
ン6

：
最

終
的
な
ブ
ー
ム
の
盛
り
上
が
り
と

新
た
な
課
題

（
約

1
0

分

） 
（「

ケ
バ
ブ
味

ヌ
ガ
ー
」
が
メ
デ
ィ
ア
で
も
取

り
上

げ
ら

れ
、
汐

製

菓

が
一

躍

有

名

に
な
る
。
塩

田

が
社

長

室

に
入

る
と
、
汐

が
次

の
企

画

を
考

え
て
い
る
。
） 

塩

田
「

社

長

、
ケ
バ
ブ
味

は
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
が
、
次

の
企

画

は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

」 

汐
「

次

は
も
っ
と
大

胆

に
い
こ
う
と
思

う
。『

タ
コ
ス

味

の
ヌ
ガ
ー
』
な
ん
て
ど
う
だ
？

」 

（
塩

田

が
目

を
丸

く
し
、
心

配

そ
う
に
彼

を
見

つ
め

る
。
） 

塩

田
「

そ
れ
は…

ま
た
大

胆

で
す
ね
。
で
も
、
社

長

の

ア
イ
デ
ア
な
ら
、
何

が
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら

ね…

。
」 

（
汐

が
ニ
ヤ
リ
と
笑

い
、
次

な
る
挑

戦

へ
向

け
て
の
意

気

込

み
を
見

せ
る
。
） 
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汐
「

人

々
は
い
つ
で
も
驚

き
を
求

め
て
い
る
。
新

し
い

体

験

を
提

供

し
続

け
よ
う
！

」 
（
周

囲

の
社

員

た
ち
も
彼

の
意

気

込

み
に
感

化

さ

れ
、
新

た
な
挑

戦

に
向

け
て
動

き
出

す
。
） 

 

エ
ン
ド
ロ
ー
ル 

（
陽

気

な
音

楽

が
流

れ
、
試

食

イ
ベ
ン
ト
の
様

子

や
開

発

の
裏

側

、
社

員

た
ち
の
表

情

が
映

し
出

さ
れ
、
観

客

に
明

る
い
余

韻

を
残

し
て
終

わ
る
。
） 

 


